


に
あ
る。
十
二
箇
条
の
相
承
文
は、
一
面、

文
章
で
あ
る
か
ら
口
決
相
承
で
な
く
経
巻
相
承
で
あ
ろ
う

が、
最
初、
宗
開
両
祖
の
頃
始
ま
っ
た
時
は、
そ
れ
が
口
決
相
承
で
あ
っ
た
と
思
う。

然
し、
此
れ
は

一
切
経
・
御
書
・
相
伝
書
を
完
全
に
マ
ス
タ
ー
し
た
時、

始
め
て
生
き
て
く
る。
そ
れ
も
自
己
が
得
た

法
門
が
正
し
い
か
正
し
く
な
い
か、

確
か
め
る
エ
合
に
し
か
な
い。

単
な
る
一
言
で
あ
る
と
思
う。

然
る
に
現
今
の
本
宗
で
は、

皆
な
そ
の
様
な
努
力、
特
に
少
青
年
期
の
勉
学
な
く
し
て
口
決
相
承
を

受
け
る。
そ
こ
に
は、
濡
器
�
破
器
で
あ
っ
て、

真
に
完
器
で
あ
っ
た
も
の
は、

有
師
・
寛
師
等
の
十

本
の
指
に
数
え
ら
れ
る
程
し
か
な
か
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う。
そ
れ
が
今
日
の
宗
門
の
間
違．っ
た
唯
授
一

人
の
血
脈
相
承
を
産
ん
だ
原
因
と
考
え
る。

亨
師
は、此
の
間
違
っ
た
信
仰
を
打
破
さ
れ
ん
と
し
た
も

の
で
あ
る。
後
人、

間
違
う
事
勿
か
れ。

故
に
今
後
は、
口
決
相
承
に
頼
ら
ず、

ら
ぬ。

昭
和
五
十
四
年
十
二
月
三
十
日
（
日）

．

＊
今
月
二
十
四
日、
岡
山
・
妙
需
寺
一
泊、
二
十
五
日、
徳
島
敬
台
寺
住
職
・
河
辺
慈
篤
師
（
弟
弟
子）

．の
所
ヘ・一
泊
す
る。
翌
二
十
六
日
午
前
中、
河
辺
師、

顕
師
視
下
に
な
っ
て
か
ら、

小
生
の
「
亨
師
聴

聞
記」
と、

顕
師
・
頷
妙
院
早
瀬
日
慈
師
の
云
わ
れ
た
事
の
二
つ
を
盾
に
取
り、
「
宗
門
は
淫
祠
邪
教

ざ
と
云
つ
て
虫
の
居
処
が
悪
く、
顕
師
と
対
決
し
よ
う
と
し
て、
敬
台
寺
の
全
部
の
中、

半
分
程
を

荷
物
を
娘
・
敬
子
の
ア
パ
ー
ト
ヘ
運
び、
争
っ
た。

顕
師
も
観
妙
院
も
そ
れ
に
困
り、

慰
留
し
よ
う
と

し
て、

顕
師
も
親
妙
院
も
敬
台
寺
に
来
た
が、
河
辺
は
ガ
ン
と
し
て
意
を
翻
え
さ
ず、

ヤ
ッ
と
大
願
寺

・
早
瀬
義
寛
坊
が
来
て
解
決
し
た。

顕
師
·
蜆
妙
院
の
件
と
は、
次
の
如
v
あ
る
と
い
う。

観
妙
院
（
早
瀬
道
応
坊
・
日
慈
・
池
袋
法
道

院
住
職）
が
生
前、
堀
上
人
よ
り
聞
い
た
事
と
し
て、

次
の
如
く
あ
る。
そ
れ
を
顕
師
も
亦
た
聞
き、

顕
師
は
河
辺
師
に
話
し
た
の
で
あ
る。

「
本
門
戒
壇
の
御
本
尊
は、
日
禅
授
与
の
御
本
尊
と
全
く
筆
法
も
字
配
り
も、
全
く
同
じ
で

．

あ
る」
9

（
日
禅
授
与
の
本
尊
は、
現
在、

法
道
院
が
応
師
の
時
代
か
に
手
に
入
れ
て
お
る。

然
し
て
今
は
観
妙
院
の
手
に
依
つ
て
本
山
へ
納
め
ら
れ
た）。

そ
し
て、
「
授
与
書
と
本
尊
部
分
と
は、

箪
蹟
は
違
っ
て
居
る」。
．

一

そ
こ
で
堀
上
人
は、
生
前
に
そ
れ
を
指
摘
さ
れ、
「
本
門
戒
壇
の
御
本
尊
は
偽
作
さ
れ
た
こ

と
は
間
違
い
な
い」
と
云
わ
れ
た。

河
辺
師、

戒
壇
の
本
尊
・
日
禅
授
与
の
本
尊、

共
に
写
真
に
撮
つ
て
あ
り、
対
照
し
て
み
せ
て
呉
れ

た。
全
く
同
じ
で
あ
る
の
に
び
っ
く
り
す
る。

顕
師
御
登
座
さ
れ
て、

河
辺
師
に
話
さ
れ
る。

銀
妙
院
も
写
真
を
呉
れ
て、

偽
作
だ
と
云
わ
れ
る。

そ
こ
で
河
辺
師
は、

現
視
下
も
旧
総
監
も、
戒
壇
の
御
本
尊
を
偽
作
だ
と
云
っ
た
と
し
た
ら、
こ
れ
は

大
問
題
に
な
る。
河
辺
師
は
こ
れ
を
週
刊
誌
に
発
表
し、

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
す
る
と
息
巻
い
た
の
で
あ

る。河
辺
師
は、

今
は
納
ま
り、

顕
師
・
観
妙
院
に
心
服
し
て
居
り、
河
辺
師
は、

信
義
を
守
る
意
義
か
ら、
敬
台
寺
を
動
か
ぬ
と
決
心
し
た
と
語
ら
る。

昭
和
五
十
四
年
十
二
月
三
十
日

そ
こ
で、
小
生、
亨
師
よ
り
戒
塩
の
御
本
尊
に
就
い
て
聞
い
た
事
を
思
い
出
し
た。

亨
師
日
<、

「
戒
壇
の
御
本
尊
を
何
時、
彫
刻
し
た
か
と
云
う
こ
と
は、

宗
門
の
古
文
書
に
書
か
れ
て
あ
っ
た
事

青
少
年
期
に
充
分
の
勉
学
を
す
る
様、
進
行
し
な
け
れ
ば
な

顕
師
御
登
座
中
は、




